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1. 目的  

 栗原市有壁地区荻野小学校の近辺の空間線量率を、学校、通学路、自宅について測定し、その評価を行

う。 

 

2. 方法 

 ＮａＩサーべーメーターを用いて、空間線量率を測定する。 

 

3．結果（平成２４年１１月１６日発表） 

高さ５０ｃｍでの測定結果を下に示す。 

 

１）校舎内：平均０．０７マイクロシーベルト毎時 

２）校 庭：平均０．１１マイクロシーベルト毎時 

３）通学路：平均０．１９マイクロシーベルト毎時 

４）自 宅：平均０．０８５マイクロシーベルト毎時 

 

校舎７時間、校庭１時間、通学時１時間、自宅１２時間と仮定すると、自然からのガンマ線の被曝を含め

た外部被曝線量が計算でき、その結果は１年間で 0.66 ミリシーベルトと計算される。 
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